
墳時代に製作、使用された土器は土師器
と須恵器である。土師器は低温で焼かれ

た関係から水を吸いやすい。吸水性の少ない須恵
器は外来の技術によって生産が開始されている。
この須恵器の生産は5世紀前半には、既に畿内に
おいて開始され、尾張国では畿内とそれほど差の
ない時点に、東山古窯址群で生産が開始される。
　市内に所在する須恵器古窯跡で生産に従事し
ていた工人たちが、東山経由でこの地に来たか、
それとも直接畿内から来たかは不明であるが、6
世紀初頭には、既に市内で須恵器生産が開始さ
れていたことに変わりはない。
　卓ヶ洞古窯群のうち1号古窯跡で生産された
須恵器は市内および瀬戸市内の古墳の副葬品と

して出土している。古墳群のみでなく、須恵器生
産も含めて矢田川文化圏を考えなければならな
いことを、卓ヶ洞古窯跡群は物語っている。
　生産された器形は、蓋坏、高坏、有蓋高坏、坩、
堤瓶、かめ、こしきなどである。
　なお、第3形式に編年される大型つぼが採取さ
れ、空白であった第3形式にあたる時代において
も、生産がなされていたことが確実となった。卓ヶ
洞古窯跡群では第2型式以後かなりの長期間に
わたって絶えることなく須恵器の生産が行われ
ていたのである。 （「尾張旭市誌」より）

古
「卓ヶ洞古窯跡」「卓ヶ洞古窯跡」 がい はい

さげ  べ

たか つき ゆう がい たか つき つぼ

考古企画展「再び卓ヶ洞に窯を築く」開催中
と　き 平成30年1月31日（水）まで
ところ スカイワードあさひ 歴史民俗フロア
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個人情報について 広報おわりあさひの編集にあたり収集した個人情報は
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